
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ２０５ 

令和５年度 体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校保健体育 Textbook、高等学校保健体育 Activity（第一学習社出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよう。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒に

味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあった

スポーツライフを探そう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して運動する態度を育て、運動の合理的、計画的な

実践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく日常生活で生

かせるよう、ライフステージと健康について知識や理解を深めるとともに健康の保持増進のための

実践力の育成と体力の向上を図り適切に判断する能力を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

運動の合理的，計画的な実践

を通して，運動の楽しさや喜

びを深く味わい，生涯にわた

って運動を豊かに継続するこ

とができるようにするため，

運動の多様性や体力の必要性

について理解するとともに，

それらの技能を身に付けるよ

うにする。 

生涯にわたって運動を豊かに

継続するための課題を発見し，

合理的，計画的な解決に向けて

思考し判断するとともに，自己

や仲間の考えたことを他社に

伝える力を養う。 

運動における競争や協働の経

験を通して，公正に取り組む，

互いに協力する，自己の責任を

果たす，参画する，一人一人の

違いを大切にしようするなど

の意欲を育てるとともに，健

康・安全を確保して，生涯にわ

たって継続して運動に親しむ

態度を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

陸

上

競

技 

 

 

 

 

 

 

 

 

走り高跳び 

 ベリーロール 

 安全面の注意 

 記録測定 

 

・自己の能力に応じて技能を高め，競技したり，

記録を高めたりできるようにする。互いに協力す

るとともに，公正な態度がとれるようにする。ま

た，安全に練習ができるようにするとともに，計

画的な練習や競技会の企画・運営ができるように

する。 

a:遠くに・高く飛ぶために必要な体力を高めるた

めの効果的な練習法やトレーニングについて，正

しい知識をもつことができる。また，助走から踏

切までの動作をスムーズに行うことができる。さ

らに，空中姿勢について，無理のないフォームを

身につけることができる。 

b:高く跳ぶための動きなどの自己や仲間の課題

を発見し，合理的・計画的な解決に向けた取り組

みを工夫し，自己の考えたことを他者に伝えるこ

とができる。 

c:走り高跳びに自主的に取り組むとともに，勝敗

などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に

しようとすること，自己の責任を果たそうとする

こと，一人ひとりの違いに応じた課題や挑戦を大

切に使用とすることなどや，健康・安全を確保す

る。 

技
能
テ
ス
ト 

学
習
カ
ー
ド
、
プ
リ
ン
ト
、
課
題
の
内
容 

技
能
テ
ス
ト 

授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
、
提
出
状
況 

球

技  

バレーボール 

（男子） 

 

・チームの課題や自己の能力に応じた技能の向

上，戦術・作戦を生かした攻防の展開ができるよ

うにする。また，安全に練習ができるようにする

とともに，計画的な練習や競技会の企画・運営が

できるようにする。 

a:ネット型のゲームの特性やバレーボールのル

ールを理解し，安全に練習やゲームを行うため

の，正しい知識をもつことができる。また，レシ

ーブ・トス・スパイク・ブロックなどの基本を着

実に身につけ，多彩な連携プレーを組み立てられ

るようにする。 

b:攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的・計画的な解決に向けた取り組みを工夫し，自

己の考えたことを他者に伝えることができる。 

c:バレーボールに自主的に取り組むとともに，フ

ェアなプレーを大切にしようとすること，作戦な

どについての話合いに貢献しようとすること，一

技
能
テ
ス
ト 

学
習
カ
ー
ド
、
プ
リ
ン
ト
、
課
題
の
内
容 

技
能
テ
ス
ト 

授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
、
提
出
状
況 



 

※令和４年度以降入学生用 

人一人の違いに応じたプレーなどを大切にしよ

うとすること，互いに助け合い教えあおうとする

ことなどや，健康・安全を確保する。 

球

技 

バスケットボール 

（女子） 

・チームの課題や自己の能力に応じた技能の向

上，戦術・作戦を生かした攻防の展開ができるよ

うにする。互いに協力するとともに，勝敗に対し

て公正な態度がとれるようにする。また，安全に

練習ができるようにするとともに，計画的な練習

や競技会の企画・運営ができるようにする。 

a:ゴールへのシュートを競い合うゲームの特性

と技能の構造を正しく理解できる。また，ゲーム

のルールを正しく理解し，審判法を身につけるこ

とができる。さらに，パス・ドリブル・シュート

など基礎的な技能を身につけ，ゲーム中の，オフ

ェンス・ディフェンスなどの具体的な攻防の場面

を想定して，互いに協力して，有効な動きを身に

つけることができる。 

b:攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的・計画的な解決に向けた取り組みを工夫し，自

己の考えたことを他者に伝えることができる。 

c:バスケットボールに自主的に取り組むととも

に，フェアなプレーを大切にしようとすること，

作戦などについての話合いに貢献しようとする

こと，一人一人の違いに応じたプレーなどを大切

にしようとすること，互いに助け合い教えあおう

とすることなどや，健康・安全を確保する。 

 

技
能
テ
ス
ト 

学
習
カ
ー
ド
、
プ
リ
ン
ト
、
課
題
の
内
容 

技
能
テ
ス
ト 

授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
、
提
出
状
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※令和４年度以降入学生用 

水
泳
競
技 

女子（１学期） 

男子（２学期） 

クロール 

平泳ぎ 

 

・自己の能力に応じて技能を高め，正しいフォー

ムで速く，また長く泳ぐことができるようにす

る。互いに協力して練習するとともに，事故を

防止して，安全に練習ができるようにする。さ

らに，計画的練習や競泳の仕方が工夫できるよ

うにする。 

a:クロールの技能について，正しいイメージをも

つことができる。また，プルの動作とキックの

タイミングにあわせて呼吸し，速く強い足の動

作などの技能を修得し，正しいフォームで速

く・長く泳ぐことができる。 

b:泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的・計画的な解決に向けた取り組みを工夫し，

自己の考えたことを他者に伝えることができ

る。 

c:水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗などを

冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしよ

うとすること，自己の責任を果たそうとするこ

と，一人ひとりの違いに応じた課題や挑戦を大

切に使用とすることなどや，健康・安全を確保

する。 

・自己の能力に応じて技能を高め，正しいフォー

ムで速く，また長く泳ぐことができるようにす

る。互いに協力して練習するとともに，事故を

防止して，安全に練習ができるようにする。さ

らに，計画的練習や競泳の仕方が工夫できるよ

うにする。 

a:平泳ぎの技能について，正しいイメージをもつ

ことができる。また，プルとキックのコンビネ

ーション，手の動作と呼吸のタイミングなどの

技能を習得し，修得し，正しいフォームで速

く・長く泳ぐことができる。 

b:泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的・計画的な解決に向けた取り組みを工夫し，

自己の考えたことを他者に伝えることができ

る。 

c:水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗などを

冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしよ

うとすること，自己の責任を果たそうとするこ

と，一人ひとりの違いに応じた課題や挑戦を大

切に使用とすることなどや，健康・安全を確保

する。 

技
能
テ
ス
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学
習
カ
ー
ド
、
プ
リ
ン
ト
、
課
題
の
内
容 

技
能
テ
ス
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授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
、
提
出
状
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※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

球
技 

バドミントン 

（男子・女子） 

 

・自己の能力に応じた技能の向上によって，攻防

の展開ができるようにする。また，安全に練習が

できるようにするとともに，計画的な練習や競技

会の企画・運営ができるようにする。 

a:ネット型のゲームの特性やバドミントンのル

ールを理解し，安全に練習やゲームを行うため

の，正しい知識をもつことができる。また，ハイ

クリア・ドロップ・ドライブ・スマッシュなどの

打法やサービス・レシーブなどの基本を着実に身

につけ，多彩なプレーを組み立てられるようにす

る。 

b:攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的・計画的な解決に向けた取り組みを工夫し，自

己の考えたことを他者に伝えることができる。 

c:バドミントンに自主的に取り組むとともに，フ

ェアなプレーを大切にしようとすること，作戦な

どについての話合いに貢献しようとすること，一

人一人の違いに応じたプレーなどを大切にしよ

うとすること，互いに助け合い教えあおうとする

ことなどや，健康・安全を確保する 

技
能
テ
ス
ト 

学
習
カ
ー
ド
、
プ
リ
ン
ト
、
課
題
の
内
容 

技
能
テ
ス
ト 

授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
、
提
出
状
況 

球
技 

サッカー 

（男子） 

・チームの課題や自己の能力に応じた技能の向

上，戦術・作戦を生かした攻防の展開ができるよ

うにする。互いに協力するとともに，勝敗に対し

て公正な態度がとれるようにする。また，安全に

練習ができるようにするとともに，計画的な練習

や競技会の企画・運営ができるようにする。 

a:足を使ったパス・ドリブル・シュート，ヘディ

ング・ゴールキーピングなどの基礎的な技能を身

につけ，オフェンス・ディフェンス・ゴールキー

パーとの連携など，ゲーム中の具体的な攻防の場

面を想定し，互いに協力して，有効な動きを身に

つけることができる。 

b:攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的・計画的な解決に向けた取り組みを工夫し，自

己の考えたことを他者に伝えることができる。 

c:サッカーに自主的に取り組むとともに，フェア

なプレーを大切にしようとすること，作戦などに

ついての話合いに貢献しようとすること，一人一

人の違いに応じたプレーなどを大切にしようと

すること，互いに助け合い教えあおうとすること

などや，健康・安全を確保する。 

技
能
テ
ス
ト 

学
習
カ
ー
ド
、
プ
リ
ン
ト
、
課
題
の
内
容 

技
能
テ
ス
ト 

授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
、
提
出
状
況 



 

※令和４年度以降入学生用 

球
技 

ハンドボール 

（女子） 

 

・チームの課題や自己の能力に応じた技能の向

上，戦術・作戦を生かした攻防の展開ができるよ

うにする。互いに協力するとともに，勝敗に対し

て公正な態度がとれるようにする。また，安全に

練習ができるようにするとともに，計画的な練習

や競技会の企画・運営ができるようにする。 

a:パス・ドリブル・シュート・ゴールキーピング

など基礎的な技能を身につけ，ゲーム中の，オフ

ェンス・ディフェンス・ゴールキーパーとの連携

などの具体的な攻防の場面を想定して，互いに協

力して，有効な動きを身につけることができる。 

b:攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的・計画的な解決に向けた取り組みを工夫し，自

己の考えたことを他者に伝えることができる。 

c:ハンドボールに自主的に取り組むとともに，フ

ェアなプレーを大切にしようとすること，作戦な

どについての話合いに貢献しようとすること，一

人一人の違いに応じたプレーなどを大切にしよ

うとすること，互いに助け合い教えあおうとする

ことなどや，健康・安全を確保する。 

技
能
テ
ス
ト 

学
習
カ
ー
ド
、
プ
リ
ン
ト
、
課
題
の
内
容 

技
能
テ
ス
ト 

授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
、
提
出
状
況 

体
育
理
論 

第６章 

 運動やスポーツの

効果的な学習方法 

３運動技能の高め方

と運動課題の解決方

法 

４運動やスポーツの

種類に応じた体力 

５自分の体力を知り，

高めるために 

６運動・スポーツ時の

健康と安全の確保 

第７章 

 豊かなスポーツラ

イフの設計 

１ライフステージに

応じたスポーツの楽

しみ方 

２スポーツライフの

設計 

３スポーツを支援す

る取り組み 

４スポーツの可能性 

・運動技術と運動技能の違いを知り，それぞれの

運動種目に応じた運動技術についての理解を深

める。 

a:様々な運動種目について，それぞれがどのよう

な運動技術を必要とするのかについて正しい知

識をもつことができる。 

b:運動技術の種類について，自らが行ったことの

ある種目に当てはめて考えることができる。 

c:それぞれのスポーツ種目が，どのような運動技

術を必要としているのか，積極的に学習できる。 

・各年代に応じたスポーツの楽しみ方や，様々な

スポーツの楽しみ方についての理解を深める。 

a:年代に応じた，様々なスポーツの楽しみ方につ

いて，正しく理解できる。 

b:スポーツを楽しむために，学習した内容を自ら

の生活のなかに取り入れることができる。 

c:ライフステージに応じたスポーツの楽しみ方

や，様々なスポーツの楽しみ方について，積極的

に学習できる。 
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３
学
期 

陸
上
競
技 

 
 

陸上競技 

 〔男子・女子〕 

長距離走 

 

 

・自己の能力に応じて技能を高め，競技したり，

記録を高めたりできるようにする。互いに協力す

るとともに，公正な態度がとれるようにする。ま

た，安全に練習ができるようにするとともに，計

画的な練習や競技会の企画・運営ができるように

する。 

a: 自分にあったペースを維持して一定の距離を

走り通し，タイムを短縮したり競走したりするこ

とができる。 

b:速く走るための動きなどの自己や仲間の課題

を発見し，合理的・計画的な解決に向けた取り組

みを工夫し，自己の考えたことを他者に伝えるこ

とができる。 

c:長距離走に自主的に取り組むとともに，勝敗な

どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にし

ようとすること，自己の責任を果たそうとするこ

と，一人ひとりの違いに応じた課題や挑戦を大切

に使用とすることなどや，健康・安全を確保する。 

 

技
能
テ
ス
ト 

学
習
カ
ー
ド
、
プ
リ
ン
ト
、
課
題
の
内
容 

技
能
テ
ス
ト 

授
業
に
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組
む
姿
勢
、
提
出
状
況 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


